
丸 森 町

8橋修第1号

鳥屋竹谷線(竹谷橋)　橋梁修繕工事

設　計　図　面

［ 実　施 ］

＜七窪蛇田線＞



図　　面　　名 縮 尺 葉 数 図　　面　　名 縮 尺 葉 数

1 位置図 1：25000 1

2 復元一般図 図 示 1

3 補修補強一般図 図 示 1

4 ～ 6 鋼部材塗替塗装工図（その1）～（その3） 図 示 3

7 遊間調整工図 図 示 1

8 落下防止ｷｬｯﾌﾟ設置図 図 示 1

9 上部工補修図 1：50 1

10 下部工補修図 1：50 1

11 ～ 13 支承詳細図（その1）～（その3） 図 示 3

14 ～ 16 支承取替え工図（その1）～（その3） 1：20 3

17 ｼﾞｬｯｷ部補強材図 1：10 1

18 ～ 19 鋼製ﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図（その1）～（その2） 図 示 2

20 ～ 21 防護柵詳細図（その1）～（その2）〔参考図〕 図 示 2

22 排水施設補修図 図 示 1

23 RC縁端拡幅工構造図 1：50 1

24 P1橋脚縁端拡幅配筋図 図 示 1

25 施工計画図（案）〔参考図〕 図 示 1

8橋修第1号 鳥屋竹谷線(竹谷橋)　橋梁修繕工事　　［ 実　施 ］

図　面　目　録

図面番号 図面番号
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実 施



A1 A2P1

F M F M

至 鳥屋 至 竹谷

50 桁長 25150 45 桁長 25150 40

橋長 50435

255 支間長 24640 255
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支間長 24640 255

8
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至 鳥屋 至 竹谷

新
川

CL

Co舗装 t=50mm

2.0% 2.0%

添架管 φ100x4本

RC床版 t=180mm

500 6980 500

7980

7
4
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8
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1050 3@2000=6000 1050
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1
4
0

8100

端部プレート 標準形状

□100x50

□50x50

□50x50□
1
0
0
x
1
0
0

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 復元一般図

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

110
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5
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55
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7
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0
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5

竹谷橋　復元一般図

側 面 図 S=1:100

平 面 図 S=1:100

断 面 図 S=1:50

設計荷重

橋    長

支 間 長

設計条件

50.435m

TL-14

斜　　角

7.980m(0.500m+6.980m+0.500m)

60°00′00″

24.640m+24.640m

全 幅 員

添 架 物 電信ケーブル(φ100 4本)

上部工型式

下部工型式

2径間単純鋼H桁合成桁橋

逆T式橋台、柱式橋脚

基礎工形式 既成鋼杭

適用示方書 昭和48年示方書(1973年)

橋 梁 名 竹谷橋

架設年次 昭和51年

橋    格 二等橋

※本図面は、現地計測結果より作成している。

防 護 柵 S=1:20
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実 施



A1 A2P1

F M F M

至 鳥屋 至 竹谷

取替工
伸縮装置

ひびわれ補修工
下部工(A1)

断面修復工

取替工
排水施設

取替工
支承

塗替塗装工
鋼部材

床版
ひびわれ補修工
断面修復工

取替工
防護柵

遊間調整工
主桁

取替工
支承

取替工
支承

取替工
伸縮装置

ひびわれ補修工
下部工(A2)

取替工
支承

F11Tボルト
上部工

落下防止対策工

遊間調整工
主桁

塗替塗装工
鋼部材

F11Tボルト
落下防止対策工

上部工

取替工
伸縮装置

下部工(P1)
断面修復工

RC縁端拡幅工
縁端拡幅工

RC縁端拡幅工
縁端拡幅工

落橋防止装置工

落橋防止構造

落橋防止装置工
横変位拘束構造

落橋防止装置工

落橋防止構造

落橋防止装置工
横変位拘束構造

落橋防止装置工

落橋防止構造

落橋防止装置工
横変位拘束構造

落橋防止装置工
落橋防止構造

落橋防止装置工
横変位拘束構造

取替工
排水施設

取替工
排水施設 取替工

排水施設

50 桁長 25150 45 桁長 25150 40

橋長 50435

255 支間長 24640 255
255

支間長 24640 255

8橋修第1号 鳥屋竹谷線（竹谷橋）橋梁修繕工事
橋長L=50.44m　幅員W=6.98m

地覆延長工 地覆延長工

A1 A2P1

F M F M

至 鳥屋 至 竹谷

取替工
伸縮装置

取替工
防護柵

防護柵
取替工

F11Tボルト
落下防止対策工

上部工

塗替塗装工
鋼部材

取替工
支承

取替工
排水施設 取替工

支承

取替工
伸縮装置

取替工
排水施設

取替工
排水施設

取替工
排水施設

取替工
排水施設

取替工
排水施設

取替工
排水施設

取替工
排水施設

新
川

50 桁長 25150 45 桁長 25150 40

橋長 50435

255 支間長 24640 255
255

支間長 24640 255
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8橋修第1号 鳥屋竹谷線（竹谷橋）橋梁修繕工事
橋長L=50.4m　幅員W=7.0m

地覆延長工

地覆延長工

地覆延長工

地覆延長工

CLｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

2.0% 2.0%

取替工
防護柵

取替工
防護柵

取替工
伸縮装置

取替工
排水施設

取替工
排水施設

取替工
支承

塗替塗装工
上部工

取替工
支承

ひびわれ補修工
床版

断面修復工

F11Tボルト
上部工

落下防止対策工

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 補修補強一般図

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

500 6980 500

7980

3
7
0

9
8
5

1
4
0

8100

8
6
0

竹谷橋　補修補強一般図
側 面 図 S=1:100

平 面 図 S=1:100

断 面 図 S=1:50

設計荷重

橋    長

支 間 長

設計条件

50.435m

TL-14

斜　　角

7.980m(0.500m+6.980m+0.500m)

60°00′00″

24.640m+24.640m

全 幅 員

添 架 物 電信ケーブル(φ100 4本)

上部工型式

下部工型式

2径間単純鋼H桁合成桁橋

逆T式橋台、柱式橋脚

基礎工形式 既成鋼杭

適用示方書 昭和48年示方書(1973年)

橋 梁 名 竹谷橋

架設年次 昭和51年

橋    格 二等橋

補修箇所 補修内容

上 部 工

床 版

支 承

防 護 柵

伸縮装置

排水装置

鋼部材塗替塗装工,遊間調整工

ひびわれ補修工,断面修復工

取替工

取替工

取替工,地覆延長工

取替工

補修項目

下 部 工 ひびわれ補修工、断面修復工

F11Tボルト落下防止対策工

１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

２.本図面は、竣工図面及び現地計測結果より作成している。

補強箇所 補強内容

縁端拡幅工

落橋防止装置工

RC縁端拡幅工

落橋防止構造

補強項目

横変位拘束構造
 3 / 25

実 施



A1 A2P1

F M F M

至 鳥屋 至 竹谷

50 桁長 25150 45 桁長 25150 40

橋長 50435

255 支間長 24640 255
255

支間長 24640 255

塗替塗装範囲 25150 塗替塗装範囲 25150

A1 A2P1

F M F M

50 桁長 25150 45 桁長 25150 40

橋長 50435

255 支間長 24640 255
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支間長 24640 255
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塗替塗装範囲 25150 塗替塗装範囲 25150

至 鳥屋 至 竹谷

新
川

CLｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

2.0% 2.0%

添架管 φ100x4本
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1050 3@2000=6000 1050
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1
4
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平成26年版  社団法人 日本道路協会

出典元：「鋼道路橋塗装・防食便覧」

Rc-Ⅰ塗装系

塗装工程 塗 料 名
使用量

塗装間隔
（g/m  ）2

素地調整

下　塗

下　塗

下　塗

中　塗

上　塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

１　種

600

240

240

170

140

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

有機ジンクリッチペイント

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

塗装詳細図

弱溶剤ふっ素樹脂塗料（上塗り） 140g/m2

弱溶剤ふっ素樹脂塗料（中塗り） 170g/m2

弱溶剤変性エポキシ樹脂塗料（下塗り）

有機ジンクリッチペイント（下塗り）

240g/m2

弱溶剤変性エポキシ樹脂塗料（下塗り） 240g/m2

600g/m2

鋼材面　1種ケレン

Rc-Ⅰ　塗装系（スプレー）

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 鋼部材塗替塗装工図(その1)

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

竹谷橋 　鋼部材塗替塗装工図(その1)

側 面 図 S=1:100

平 面 図 S=1:100

断 面 図 S=1:50

１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

２.本図面は、竣工図面及び現地計測結果より作成している。  4 / 25

実 施



L

R

UFLG(L)

LFLG(U)

LFLG(L)

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 鋼部材塗替塗装工図(その2)

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事
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1330

3
0
0

2
0
0

200 210

3
3

3
3

竹谷橋 　鋼部材塗替塗装工図(その2)

主桁詳細図(G1,G4) S=1:50
(n=4)

１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

２.本図面は、竣工図面及び現地計測結果より作成している。  5 / 25
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2
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3
3

L・R

UFLG(L)

LFLG(U)

LFLG(L)

t=17

t=28

t=18

HTB側面 0.0016m2/1箇所

HTB側面 0.0016m2/1箇所

HTB側面 0.0016m2/1箇所

HTB側面 0.0016m2/1箇所

t=12

添接板
(n=16)

605

7
8
5

1200

1
1
5

1330

1
1
6

1330

3
0
0

t=9

補剛材
(n=92)

8
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5

95

R3
0

端横桁
(n=12)

1
4

5
7
0

1
4

5
9
8

95

10

2040 200

中間横桁
(n=24)

2240

2
5
0

9
9

90

81

2
3
2

分配横桁
(n=6)

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 鋼部材塗替塗装工図(その3)

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

1
5

5
7
0

1
5

6
0
0

95

10

1900 200

竹谷橋 　鋼部材塗替塗装工図(その3)

主桁詳細図(G2,G3)S=1:50
(n=4)

部材詳細図 S=1:20

部材詳細図 S=1:20

１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

２.本図面は、竣工図面及び現地計測結果より作成している。  6 / 25

実 施



A1 A2P1

F M F M

50 桁長 25150 45 桁長 25150 40

橋長 50435

255 支間長 24640 255
255

支間長 24640 255
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至 鳥屋 至 竹谷

遊間調整工
主桁端部切断

遊間調整工
主桁端部切断

遊間調整工
主桁端部切断

step1
・現況遊間の確認を行う。
・温度伸縮量より、必要遊間の確認を行う。

25

20

15

10

5

0
-20

mm

-10 0 10 20 30 40 ℃

伸縮量
0.72×25.15=18.1(mm)

5℃当りの遊間調整量
0.060×25.15=1.5(mm)

0.0mm

18.1mm

竹谷橋における温度伸縮量

現況遊間確認①
上フランジ

現況遊間確認②
下フランジ

0

step2
・必要遊間が確保されている位置の確認を行う。
※図は温度20℃、必要遊間6mm以上を想定。

必要遊間確保位置

参考：温度と必要遊間

温度(℃)

-10

0

10

20

必要遊間(mm)

15.0

12.0

9.0

6.0

step3
・step2で確認した位置から、橋軸方向に10mmを切断する。
　縦方向は垂直とする。

step4
・端部切断後、最小遊間位置で必要遊間以上となっている
　ことを確認する。

P1橋脚上

A2橋台

0

現況遊間確認①
上フランジ

現況遊間確認②
下フランジ

0

必要遊間確保位置 主桁断面図 S=1:20

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 遊間調整工図

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事
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6

2
6
3

10
6

6

16

1616
200

3
3

8
4
5

3
3

9
1
110

95

4
9
4

3
3

5
2
7

4
9
4

3
3

5
2
7

4
9
4

3
3

5
2
7

4
9
4

3
3

2
3
0

3
3 2
6
4

2
3
0

3
3

竹谷橋 　遊間調整工図

１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

平 面 図 S=1:100

遊間調整工ステップ図 S=1:20

 7 / 25
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50 桁長 25150 45 桁長 25150 40

橋長 50435

255 支間長 24640 255
255

支間長 24640 255

A1 A2P1

F M F M

60
°
0'

7
9
8
0

9
9
0

3
@
2
0
0
0
=
6
0
0
0

9
9
0

主桁　添接板

端横桁

中間横桁

分配横桁<1>

分配横桁<2>

ボルト1本　補修

F10T-65mm

上フランジ

新設数量
36-ボルト落下防止キャップ
F11T(M22)用　WB型

8@65=520 80 8@65=520

4
5

1
3
0

4
5

7@75=525

8
@
8
7
.
5
=
7
0
0

9@65=585 80 9@65=585

4
0

1
4
0

4
0

新設数量
12-ボルト落下防止キャップ
F11T(M22)用　WB型

40

5
@
8
0
=
4
0
0

1
1
0

4@85=340

5
@
8
0
=
4
0
0

2@
85
=

17
0

2@
85
=

17
0
12
7

4@85=510

40
1
1
0

(片面)

新設数量
144-ボルト落下防止キャップ
F11T(M22)用　WB型
(両面)

新設数量
80-ボルト落下防止キャップ
F11T(M22)用　WB型

新設数量
12-ボルト落下防止キャップ
F11T(M22)用　WB型
(両面)

新設数量
24-ボルト落下防止キャップ
F11T(M22)用　WB型

1
1
0

4@85=340

5
@
8
0
=
4
0
0

2@
85
=

17
0

2@
85
=

17
0
12
7

4@85=510

40

1
1
0

端横桁 中間横桁

分配横桁<1>

(16箇所) (12箇所) (24箇所)

G1-G2,G3-G4
(4箇所)

分配横桁<2>
G2-G3
(2箇所)

主桁(添接板) 横桁

上フランジ

(両面)

(片面)

ウェブ

ガセット

ウェブ

ガセット

新設数量
10-ボルト落下防止キャップ
F11T(M22)用　WB型

新設数量
40-ボルト落下防止キャップ
F11T(M22)用　WB型

上フランジ

新設数量
24-ボルト落下防止キャップ
F11T(M22)用　WB型

新設数量
20-ボルト落下防止キャップ
F11T(M22)用　WB型

新設数量
80-ボルト落下防止キャップ
F11T(M22)用　WB型

ウェブ
(16箇所)

下フランジ
(16箇所)

2
@
7
0
=
1
4
0

40

竹谷橋　落下防止キャップ設置図

単位：個

160

合計 5136

40

ウェブ 12 2 24 48

40

分配横桁

<2>

上フランジ 20 1 20

ガセット 40 2 80

20 160

面数

1

2

2

1

2

1

2

2

1箇所当り

36

144

10 4 40

12 96

10

24

端横桁

中間横桁

12 12 144

6 24 288

12

12

設置部分

主桁

下フランジ

ウェブ

上フランジ

1面当り 箇所数 合計

5761636

72 16 2304

40 16 128080

上フランジ

ウェブ

ガセット

分配横桁

<1>

添接板

4

4

2

2

2 １.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

３.本図面は、竣工図面及び現地計測結果より作成している。

位 置 図

詳 細 図 S=1:20

２.新規ボルトのボルト長は、現地計測結果より決定すること。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋　落下防止キャップ設置図

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

 8 / 25

実 施



F
L
O
W

床版
断面修復工<4>

400×250×50

断面修復工<1>,<2>
床版

<1>500×300×50

床版
断面修復工<6>

200×400×50
ひびわれ注入工(12)
床版

W=0.2,L=1800

床版
断面修復工<7>

400×900×50

床版
断面修復工<8>

ひびわれ注入工(2)～(8)
床版

(6)W=0.2,L=850 (7)W=0.2,L=300

ひびわれ注入工(11)
床版

W=0.35,L=700

700×300×50

A1 P1

(6)

(5)
(4)

(3)

(2)
(7)

(8)

(4)W=0.2,L=300 (5)W=0.2,L=550
(2)W=0.2,L=300 (3)W=0.2,L=700

(9)
(10)

床版
断面修復工<5>

400×400×50

ひびわれ注入工(9),(10)
床版

(10)W=0.25,L=1500
(9)W=0.2,L=1700

(11)

(12)

(1)

(8)W=0.2,L=500

ひびわれ注入工(1)
床版

W=0.3,L=400

<2>200×400×50

断面修復工<3>
床版

100×400×50

断面修復工標準図
（参考図）

プライマー塗布（必要に応じて）

ポリマーセメント系断面修復材 はつり撤去

カッターライン

鉄筋防錆処理材

断面修復工作業手順

ートを撤去する。

〔step.3〕必要に応じて鉄筋の防錆処理を行う。

〔step.1〕事前調査を行い、断面修正する箇所・深さ及び範囲を確認する。

〔step.2〕小型ブレーカー・ディスクサンダー等で断面修復部のコンクリ

修復する。
〔step.4〕修復用プライマー塗布後、ポリマー・セメントモルタルで断面

〔step.5〕修復部を養生する（1日）。

1
0

1
0

ひびわれ注入工標準図
（参考図）

充填座金

ひび割れ注入用インジェクター
(250mmPich)

エポキシ樹脂注入

エポキシ樹脂

シール材

ひび割れ

充填パイプ

ひびわれ注入工作業手順

沿って汚れを落す。

〔step.1〕準備工：事前調査を行い、ひび割れ箇所及び範囲を確認する。

〔step.2〕表面処理工：ディスクサンダーやワイヤー・ブラシでひび割れに

〔step.3〕シール剤塗布：ひび割れに沿ってシール剤を塗布し、注入器具台座を

〔step.4〕注入材の注入：シール剤の硬化後、注入器具を用いて注入材を注入する。

　取り付ける。（25cm間隔）

〔step.5〕シール剤の撤去：注入材の硬化後、シール剤及び注入器具を撤去する。

エポキシ樹脂材

収縮率

可使時間

粘度　(×10　　)

項　　目

3.0%以下

30min以上

1000Pa･S以下-3

エポキシ樹脂材品質規格

出典「構造物施工管理要領　東日本高速道路株式会社」

・使用材料は土木補修用エポキシ樹脂注入材1種と同等品とする。

ひびわれ注入工品質管理事項

・注入器具に注入材を満たした後、加圧されていることを確認する。

・温度による硬化時間の変化に留意し、5℃以下での施工は原則中止とする。

・ひび割れ内部での流下現象による充填不良がないよう、
  ひび割れの下部から上部へ順に注入する。

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 上部工補修図

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

パ
イ
プ
間
隔
2
5
ｃ
ｍ
程
度

竹谷橋　上部工補修図 S=1:50

箇所

0.20

1.70 0.20

番号 延長(m) ひびわれ幅(mm)

(7) 0.30 0.20

(8) 0.50 0.20

(4) 0.30 0.20

0.55 0.20

(1) 0.40 0.30

(2) 0.30 0.20

(3) 0.70

総延長（ｍ） 9.60

(11) 0.70 0.35

(12) 1.80 0.20

0.20

0.251.50

0.85
A1～P1

(10)

(9)

(6)

(5)

ひびわれ注入工
(エポキシ樹脂注入材)

箇所 番号 体積(m3)

<1> 0.500 * 0.300 * 0.050 0.008

<2> 0.200 * 0.400 * 0.050 0.004

<3> 0.100 * 0.400 * 0.050 0.002

<4> 0.400 * 0.250 * 0.050 0.005

<5> 0.400 * 0.400 * 0.050 0.008

<6> 0.200 * 0.400 * 0.050 0.004

<7> 0.400 * 0.900 * 0.050 0.018

<8> 0.700 * 0.300 * 0.050 0.011

総体積(m3) 0.060

寸法(m)

A1～P1

(ポリマーセメントモルタル)
断面修復工

１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

２.本図面は、竣工図面及び現地計測結果より作成している。  9 / 25

実 施



断面修復工標準図
（参考図）

プライマー塗布（必要に応じて）

ポリマーセメント系断面修復材 はつり撤去

カッターライン

鉄筋防錆処理材

断面修復工作業手順

ートを撤去する。

〔step.3〕必要に応じて鉄筋の防錆処理を行う。

〔step.1〕事前調査を行い、断面修正する箇所・深さ及び範囲を確認する。

〔step.2〕小型ブレーカー・ディスクサンダー等で断面修復部のコンクリ

修復する。
〔step.4〕修復用プライマー塗布後、ポリマー・セメントモルタルで断面

〔step.5〕修復部を養生する（1日）。

1
0

1
0

ひびわれ注入工標準図
（参考図）

充填座金

ひび割れ注入用インジェクター
(250mmPich)

エポキシ樹脂注入

エポキシ樹脂

シール材

ひび割れ

充填パイプ

ひびわれ注入工作業手順

沿って汚れを落す。

〔step.1〕準備工：事前調査を行い、ひび割れ箇所及び範囲を確認する。

〔step.2〕表面処理工：ディスクサンダーやワイヤー・ブラシでひび割れに

〔step.3〕シール剤塗布：ひび割れに沿ってシール剤を塗布し、注入器具台座を

〔step.4〕注入材の注入：シール剤の硬化後、注入器具を用いて注入材を注入する。

　取り付ける。（25cm間隔）

〔step.5〕シール剤の撤去：注入材の硬化後、シール剤及び注入器具を撤去する。

エポキシ樹脂材

収縮率

可使時間

粘度　(×10　　)

項　　目

3.0%以下

30min以上

1000Pa･S以下-3

エポキシ樹脂材品質規格

出典「構造物施工管理要領　東日本高速道路株式会社」

・使用材料は土木補修用エポキシ樹脂注入材1種と同等品とする。

ひびわれ注入工品質管理事項

・注入器具に注入材を満たした後、加圧されていることを確認する。

・温度による硬化時間の変化に留意し、5℃以下での施工は原則中止とする。

・ひび割れ内部での流下現象による充填不良がないよう、
  ひび割れの下部から上部へ順に注入する。

パ
イ
プ
間
隔
2
5
ｃ
ｍ
程
度

A2

竪壁
ひびわれ注入工(2)

W=0.2,L=900

(2)

FLOW

FLOW

A1

竪壁
断面修復工<1>

250×350×100

竪壁
ひびわれ注入工(1)

W=0.2,L=800

翼壁
断面修復工<2>

400×500×100

(1)

A1側

左側面

A1A2

右側面

A2A1

FLOW

断面修復工<3>
柱部・壁部

350×300×100

P1

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 下部工補修図

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

竹谷橋　下部工補修図 S=1:50

箇所

A1

総延長（ｍ）

番号 延長(m) ひびわれ幅(mm)

（1） 0.80 0.20

1.70

ひびわれ注入工
(エポキシ樹脂注入材)

(ポリマーセメントモルタル)
断面修復工

箇所 番号 体積(m3)

<1> 0.250 * 0.350 * 0.100 0.009

<2> 0.400 * 0.500 * 0.100 0.020

総体積(m3) 0.040

寸法(m)

A1

A2 （2） 0.90 0.20

P1 <3> 0.350 * 0.300 * 0.100 0.011

１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

２.本図面は、竣工図面及び現地計測結果より作成している。  10 / 25
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１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

断　面　図 S=1:30

MOVFIX

P1LP1R

可動支承

平　面　図 S=1:30
A1

F

P1

FM

A2

M

アンカー孔
φ39x445

（エポキシ樹脂注入）

固定支承

S=1:10側　面　図

アンカー孔
φ35x385
（エポキシ樹脂注入）

名 　称 寸 　法 材   質 備 　　考単位
数     量

A1(F)

基 4 DSFﾊﾟｯﾄﾞ (CR Ge=0.8) 鋼材含む

材　料　表

基 　〃

A2(M)

4

合計

8

8

接着剤 エポキシ樹脂 m3 0.002φ39x445 0.004

支承詳細図(その2)参照

支承詳細図(その3)参照

固定支承

可動支承

至 鳥屋 至 竹谷

固定支承

アンカー孔
φ39x445
（エポキシ樹脂注入）

S=1:200配　置　図

P1L(M)

4

接着剤 　〃 m3φ35x385 0.0020.0010.001

固定支承

可動支承

固定支承

アンカー孔
φ35x385
（エポキシ樹脂注入）

可動支承

アンカー孔
φ39x445

（エポキシ樹脂注入）

竹谷橋　支承詳細図（その1）

A1

F

P1

FM

A2

M

P1R(F)

0.002

4

可動支承

固定支承

A1 A2

可動支承

アンカー孔
φ35x385

（エポキシ樹脂注入）

A1

F

A2

M

P1

M

F

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 支承詳細図(その1)

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

3@2000=6000

50

90 150

3@2000=6000

6
2
9

25
5

4
0

45

90 150240

4
4
5

4
35

10

φ39

65
28

9
3

3
85 37
5

1
0

φ35

45

25
5

7
6
2

2
55

76
2

4
5

2
5
5

61
9

50 桁長 25150 45 桁長 25150 40

橋長 50435

255 支間長 24640 255 255 支間長 24640 255

9
1
1

28
6
59
3

9
1
1

2
8

6
5 9
3

4
4
5

4
35

1
0

φ39

3
85 37
5

1
0

φ35

65
28

9
3

6
5

28

93

6
5

28

93255 255255 40

240

255

60°
0'0"

60°0'0"

01010906
テキストボックス
11 / 25

01010906
テキストボックス
実　施

01010906
長方形




注記）部材寸法および設置位置等は、現地調査のうえ決定すること。

位　置　図

A1

F

A2

M

竹谷橋　支承詳細図（その2）

1   ゴ ム 支 承

5   セットボルト　M16xL 強度区分　8.8

2セットボルト

質 量 (kg)

106.7

7.6

79.3

全質量  (kg)

2

2

1

SD345

SM490A

SM490A+SS400

ストッパープレート

ソールプレート

5

4

3

2

1CR+SS400ゴム支承1

備   考個数材   質品   名部番

---

材 料 表

注1) ○印は、溶融亜鉛メッキ仕様  JIS H8641 HDZT77,

注2) ゴム支承質量は、参考値とする。

合計：8基（1基当り）

Ge=0.8 N/mm213.0

平座金含む

ボルト類、アンカーボルトはHDZT49とする。

2   ソールプレート 4    アンカーボルト・ナット3   ストッパープレート

【 A1,P1R：Fix 】

平座金含む6.8

---

橋 軸 直 角 方 向 橋 軸 方 向

S=1:6

A2A1

橋軸直角方向 G1

※（　）内寸法はP1部を示す。

SM490A

11

SS400

ゴム支承側の辺を
除く3辺のみ

ストッパープレート

4

2-M16
貫通

橋
軸
方
向

A
2
側

A
1
側

φ39

1

2

3

5

4

M27

P1

M F

G2

G3

G4

2-φ39

内部鋼板(SS400)：2.3mm x 5枚

ゴム積層(CR G8)：12mm x 4層

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 支承詳細図(その2)

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

5
5

6
5

4
3
5

9
3

2
8

50(45) 180

550

220

315

370

580

100

720

260300160

130360

5
5
0

1
5

2
5

2
5
0

2
5

2
3
5

3
4
0

7
0

58070 70

80 100 310

1
5
0

1
7
0

3
1
5

2
3
5

9
0

1
4
0

230

1
4
0

230

5
5

400

2
8

185 160

9

1
0
05
0

5
0

100

50 50

2-φ29

720

4
.
5
2
2

1
6

D29

5
0
0

9
0

5
9
0

70165

550

75 75

6
5

370

2
2
0

350

2
0
0

160400160

 12 / 25

実 施



5   セットボルト　M16xL 強度区分　8.8

2セットボルト

質 量 (kg)

113.9

11.8

84.8

全質量  (kg)

2

2

1

SD345

SM490A

SM490A+SS400

ストッパープレート

ソールプレート

5

4

3

2

1CR+SS400ゴム支承1

備   考個数材   質品   名部番

---

材 料 表

注1) ○印は、溶融亜鉛メッキ仕様  JIS H8641 HDZT77,

注2) ゴム支承質量は、参考値とする。

合計：8基（1基当り）

Ge=0.8 N/mm213.0

平座金含む

ボルト類、アンカーボルトはHDZT49とする。

2   ソールプレート 4    アンカーボルト・ナット3   ストッパープレート

角座金含む4.3

---

1   ゴ ム 支 承橋 軸 直 角 方 向 橋 軸 方 向

A2A1

注記）部材寸法および設置位置等は、現地調査のうえ決定すること。

M22橋軸直角方向

2-M16
貫通

橋
軸
方
向

A
1
側

A
2
側

SM490A

11

SS400

除く3辺のみ

ストッパープレート

4
ゴム支承側の辺を

2-35x105
楕円孔

φ35x105
楕円孔

※（　）内寸法はA2部を示す。

内部鋼板(SS400)：2.3mm x 5枚

ゴム積層(CR G8)：12mm x 4層

竹谷橋　支承詳細図（その3）
【 P1L,A2：Mov 】

S=1:6

角座金詳細図

1

2

3

5

4

φ24

位　置　図

A1

F

A2

M

G1

P1

M F

G2

G3

G4

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 支承詳細図(その3)

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

D25

4
.
5
1
8

1
3

4
4
0

8
0

5
2
0

720

260300160

130360

5
8
5

1
5

2
5

2
5
0

2
5

2
7
0

3
4
0

1
0
5

58070 70

80 100 310

2
4
0

2
0
5

3
5
0

2
3
5

1
4
0

230

1
4
0

230

5
5

400

2
8

160 160

9

1
7
0

8
5

8
5

100

50 50

35

1
0
5

5
5

6
5

3
7
5

9
3

2
8

370

580

100

2-φ25

45(40)255

585

220

165

6
5

370

2
2
0

350

2
0
0

720

75

110310

585

6
43
2

3
2

64

32 32

4
.
5
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竹谷橋　支承取替え工図（その１）

９．仕上げ

８．ジャッキダウン

７．沓座モルタル　打設

６．アンカー設置

５．新設沓据付

足場工 解　体

３．既設沓撤去

２．ジャッキアップ

支承工 １．主桁補強工

組　立足場工

施工フローチャート(案)S=1:20側 面 図

S=1:20平 面 図

既設支承撤去工 新設支承設置工

S=1:20側 面 図S=1:20正 面 図 S=1:20正 面 図

沓座補強配筋図 S=1:20

7
6
-
D
1
0
Ｘ
6
0
0

S
1

アンカーボルト切断工含む

４．アンカー用削孔

＜A1橋台部＞

配　置　図

S2 44-D10Ｘ1000

注記）

１．詳細寸法等は現地計測の上、決定すること。

　　位置決定後、製作すること。

３．下沓本体の製作は下部工側アンカーボルト

２．ジャッキアップ量は現地にて確認すること。

４．モルタル高等は現場合わせとする。

　　また、沓座からの脱落及び沓座の安全性を確認すること。

５．仮受補強材は、工事完了後撤去することを基本とする。

６．既設沓が撤去出来ない場合は沓座はつりを大きくすること。

 50.4

25.8

24.60.56

0.34

1000

600G1

A1 合計

主桁

0.560

１本当り質量 質　量単位質量

〃〃S2

(SD345) D10

D10S1

kg

鉄筋表
摘　要長　さ 本　数種　別 径

 G2

 G3

76

44

７．施工上等でフラットジャッキを性能および安全性が確保される他の

　　ジャッキの採用も可能とする。

鋼製ブラケット

既設コンクリート撤去アンカーボルト切断工
ガス切断(N=2本)

敷き鉄板等

(FJ-80 常時許容応力628kN)
フラットジャッキ

主桁補強材(仮受)
L90×90×13(SS400)

既設コンクリート撤去

アンカーボルト切断工
ガス切断(N=2本)

鋼製ブラケット

敷き鉄板等

(FJ-80 常時許容応力628kN)
フラットジャッキ

主桁補強材(仮受)
L90×90×13(SS400)

D29

(
削
孔
長
)

（2% 排水勾配付き）
無収縮モルタル

現場合わせ

（2% 排水勾配付き）

無収縮モルタル沓座補強筋　D10

新設支承

D29

F M F M

G1

G2

G3

G4

=
6
0
0
0

A1 P1 A2
支承取替え対象箇所（4箇所）

鋼製ブラケット

鋼製ブラケット

(FJ-80 常時許容応力628kN)
フラットジャッキ

(FJ-80 常時許容応力628kN)
フラットジャッキ

新設支承

無収縮モルタル

8
01
0
0

7
0

2@50=100

100
100

4@50=200

S1 D10

S2 D10

 G4

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 支承取替え工図(その1)

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

6
0
0

1000

5
9
0

3
0
0

(1100)

6
0

420

6
0

(700)

9
3

5
9
0

3
0
0

(1100)

6
0

720

6
0

(700)

9
3

200 550

φ39孔

4
0
0 76(モルタル厚)

76(モルタル厚)

9
0

9
0

φ39孔

9214.5

1143.2 2309.4 1143.22309.4 2309.4

9214.5

1143.2 2309.4 1143.22309.4 2309.4

1
0
5
0

3
@
2
0
0
0

1
0
5
0

7
9
8
0

40 桁　長　25150

橋　長 50435

支間長　24640225 225

45 桁　長　25150

支間長　24640225 225

40

1100

7
0
0

1
0
0

88
0

50 255 880 50 255 880

25
5

50

605495

1100

7
0
0

1
0
0

1100

1100

1100

1100

1100

1100

7
0
0

1100

7
@
5
0
=
3
0
0

5
0

5
0

5
0

12@50=50050 50

60
°

60°
60°
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竹谷橋　支承取替え工図（その２）

９．仕上げ

８．ジャッキダウン

７．沓座モルタル　打設

６．アンカー設置

５．新設沓据付

足場工 解　体

３．既設沓撤去

２．ジャッキアップ

支承工 １．主桁補強工

組　立足場工

施工フローチャート(案)

S=1:20平 面 図

既設支承撤去工
新設支承設置工

沓座補強配筋図 S=1:20

7
6
-
D
1
0
Ｘ
6
0
0

S
1

アンカーボルト切断工含む

４．アンカー用削孔

＜P1橋脚部＞

配　置　図

S2 44-D10Ｘ1000

 50.4

25.8

24.60.56

0.34

1000

600G1

A1 合計

主桁

0.560

１本当り質量 質　量単位質量

〃〃S2

(SD345) D10

D10S1

kg

鉄筋表
摘　要長　さ 本　数種別 径

 G2

 G3

76

44

F M F M

G1

G2

G3

G4

=
6
0
0
0

A1 P1 A2
支承取替え対象箇所（8箇所）

8
01
0
0

7
0

2@50=100

100
100

4@50=200

S1 D10

S2 D10

※１支承線毎に行なうことを基本とする。

RC縁端拡幅 RC縁端拡幅

フラットジャッキフラットジャッキ

RC縁端拡幅

鋼製ブラケット

RC縁端拡幅

鋼製ブラケット

フラットジャッキ
フラットジャッキ

S=1:20側 面 図 S=1:20正 面 図

既設コンクリート撤去アンカーボルト切断工
ガス切断(N=2本)

既設コンクリート撤去

アンカーボルト切断工
ガス切断(N=2本)

固定支承

可動支承

既設コンクリート撤去

アンカーボルト切断工
ガス切断(N=2本)

主桁補強材(仮受)
L90×90×13(SS400)

主桁補強材(仮受)
L90×90×13(SS400)

無収縮モルタル 無収縮モルタル

D25

(
削
孔
長
)

D29

(
削
孔
長
)

現場合わせ

D25

(
削
孔
長
)

（2% 排水勾配付き）
無収縮モルタル

現場合わせ

（2% 排水勾配付き）

無収縮モルタル

S=1:20側 面 図
S=1:20正 面 図

固定沓可動沓

D29

(
削
孔
長
)

（2% 排水勾配付き）
無収縮モルタル

現場合わせ

（2% 排水勾配付き）

無収縮モルタル

 G4

注記）

１．詳細寸法等は現地計測の上、決定すること。

　　位置決定後、製作すること。

３．下沓本体の製作は下部工側アンカーボルト

２．ジャッキアップ量は現地にて確認すること。

４．モルタル高等は現場合わせとする。

　　また、沓座からの脱落及び沓座の安全性を確認すること。

５．仮受補強材は、工事完了後撤去することを基本とする。

６．既設沓が撤去出来ない場合は沓座はつりを大きくすること。

７．施工上等でフラットジャッキを性能および安全性が確保される他の

　　ジャッキの採用も可能とする。

可動支承

固定支承

可動支承

固定支承

固定支承

可動支承

6
8
-
D
1
0
Ｘ
6
0
0

S
1 S2 44-D10Ｘ1000

3
@
5
0
=
1
5
08
0

3@50=150

S1 D10

S2 D10

8
0

7
0

3
@
5
0
=
1
5
0

2@50=100

 47.7

23.1

24.60.56

0.34

1000

600G1

A1 合計

主桁

0.560

１本当り質量 質　量単位質量

〃〃S2

(SD345) D10

D10S1

kg

鉄筋表
摘　要長　さ 本　数種別 径

 G2

 G3

68

44

 G4

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 支承取替え工図(その2)

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

6
0
0 1000

1
0
5
0

3
@
2
0
0
0

1
0
5
0

7
9
8
0

40 桁　長　25150

橋　長 50435

支間長　24640225 225

45 桁　長　25150

支間長　24640225 225

40

7
0
0

1100

7
@
5
0
=
3
0
0

5
0

5
0

5
0

12@50=50050 50

3
4

9
3

90
5040

255 580255580 45

(1100)

6
0

420200200

3
4

9
3

550585

(600)

(1200)(300) (300)

(600)

6
0 6
0

φ35孔

3
2
5

φ39孔

4
0
0

6
0

76(モルタル厚)

(1100)

6
0

720

φ35孔

3
2
5 76(モルタル厚)

(1100)

6
0

720

φ39孔

4
0
0 76(モルタル厚)

1
8
0
0

1
2
0
0

3
0
0

3
0
0

1
2
0
0

3
0
0

3
0
0

2309.4 2309.4 2309.4

2309.4 2309.4 2309.4

2
4
0

3
6
0

3
0
0

2
4
0

3
6
0

3
0
0

1100

6
0
0

1100 1100 1100

1100

6
0
0

1100 1100 1100

1100

6
0
0

1100

6
0
0

6
0
0 1000

7
0
0

1100

5
0

5
0

50 501509@50=450150

1100

1100

1100

1100

1100

1100

58
0

25
5

45
25
5

58
0

25
5

45
25
5

2
4
0

3
6
0

3
0
0

2
4
0

3
6
0

3
0
0

60
°

60
°

60
°

60°
60°

 15 / 25

実 施



竹谷橋　支承取替え工図（その３）

９．仕上げ

８．ジャッキダウン

７．沓座モルタル　打設

６．アンカー設置

５．新設沓据付

足場工 解　体

３．既設沓撤去

２．ジャッキアップ

支承工 １．主桁補強工

組　立足場工

施工フローチャート(案)S=1:20側 面 図

S=1:20平 面 図

既設支承撤去工 新設支承設置工

S=1:20側 面 図S=1:20正 面 図
S=1:20正 面 図

沓座補強配筋図 S=1:20

6
8
-
D
1
0
Ｘ
6
0
0

S
1

アンカーボルト切断工含む

４．アンカー用削孔

＜A2橋台部＞

配　置　図

S2 44-D10Ｘ1000

注記）

１．詳細寸法等は現地計測の上、決定すること。

　　位置決定後、製作すること。

３．下沓本体の製作は下部工側アンカーボルト

２．ジャッキアップ量は現地にて確認すること。

４．モルタル高等は現場合わせとする。

　　また、沓座からの脱落及び沓座の安全性を確認すること。

５．仮受補強材は、工事完了後撤去することを基本とする。

６．既設沓が撤去出来ない場合は沓座はつりを大きくすること。

 47.7

23.1

24.60.56

0.34

1000

600G1

A1 合計

主桁

0.560

１本当り質量 質　量単位質量

〃〃S2

(SD345) D10

D10S1

kg

鉄筋表
摘　要長　さ 本　数種　別 径

 G2

 G3

68

44

７．施工上等でフラットジャッキを性能および安全性が確保される他の

　　ジャッキの採用も可能とする。

鋼製ブラケット

アンカーボルト切断工
ガス切断(N=2本)

敷き鉄板等

(FJ-80 常時許容応力628kN)
フラットジャッキ

主桁補強材(仮受)
L90×90×13(SS400)

既設コンクリート撤去

アンカーボルト切断工
ガス切断(N=2本)

鋼製ブラケット

敷き鉄板等

(FJ-80 常時許容応力628kN)
フラットジャッキ

主桁補強材(仮受)
L90×90×13(SS400)

D25

(
削
孔
長
)

（2% 排水勾配付き）
無収縮モルタル

現場合わせ

（2% 排水勾配付き）

無収縮モルタル沓座補強筋　D10

新設支承

D25

F M F M

G1

G2

G3

G4

=
6
0
0
0

A1 P1 A2
支承取替え対象箇所（4箇所）

3
@
5
0
=
1
5
08
0

3@50=150

S1 D10

S2 D10

鋼製ブラケット

(FJ-80 常時許容応力628kN)
フラットジャッキ

新設支承

無収縮モルタル

8
0

7
0

3
@
5
0
=
1
5
0

2@50=100

鋼製ブラケット

(FJ-80 常時許容応力628kN)
フラットジャッキ

 G4

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 支承取替え工図(その3)

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

6
0
0

1000

(1100)

6
0

420

(1100)

6
0

720

φ35孔

3
2
5 76(モルタル厚)

1
0
5
0

3
@
2
0
0
0

1
0
5
0

7
9
8
0

40 桁　長　25150

橋　長 50435

支間長　24640225 225

45 桁　長　25150

支間長　24640225 225

40

7
0
0

1100

5
0

5
0

50 50

9214.5

1143.22309.41143.2 2309.42309.4

9214.5

1143.22309.41143.2 2309.42309.4

1100

7
0
0

1
0
0

88
0

25
5
50

605 495

1100

7
0
0

1
0
0

1100

1100

1100

1100

1100

1100

1509@50=450150

5
9
0

3
0
0

6
0

(700)

9
3

200

9
0

50255880

5
9
0

3
0
0

6
0

(700)

9
3

585 76(モルタル厚)

9
0

φ35孔

50255880

60
°

60
°

60
°

60°
60°
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90

１．本図面は、既存資料（竣工図）および現地調査をもとに作成した図面である。

注記

２．補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

４．特記なき材質は、ＳＳ４００とする。

３．他の部材（排水施設等）に干渉する場合は、発注者と協議の上対策を講ずること。

竹谷橋　ジャッキ部補強材図

５．取付ボルトは、Ｍ22(S10T)を使用する。

６．鋼部材(主桁等)に極度な板厚減少または孔食が確認された場合、

　発注者と協議の上対策を講ずること。

断面図

A - A

A A

　　また、既設ガセットプレート等で取付困難な場合はフィラープレートで離れを

（橋台部）

20C

側面図S=1:10 S=1:10

フラットジャッキ

フラットジャッキ

平面図 S=1:10

側面図 S=1:10

平面図 S=1:10

（橋脚部）

RC縁端拡幅

鋼製ブラケット

RC縁端拡幅

鋼製ブラケット

RC縁端拡幅

鋼製ブラケット

RC縁端拡幅
鋼製ブラケット

鋼製ブラケット

鋼製ブラケット

8-L  90×90×13×844   (SS400)

32-TCB M22×80  (S10T)

1支承線当たり数量（4主桁）

フラットジャッキフラットジャッキ

302

200

2
5
5

8
4
4

3
4

3
4

302

9090
18

9
1
2

7
@
1
0
0
=
7
0
0

8
4

6
0

189

9090
18

9
0 1
3

5
0

3
0
2

5
9
0

40
0

5

255 880

7
@
1
0
0
=
7
0
0

6
0

8
4

9
1
2

8
4
4

3
4

3
4

9
3

90

50 40

300

255 880

2
0
0

8
8
0

302

255 580255

9
1
2

8
4
4

3
4

3
4

9
3

3
0
2

3
0
2

255 58045255

30
0

12
00

30
0

7
@
1
0
0
=
7
0
0

6
0

8
4

90

50 40

580

580

7
@
1
0
0
=
7
0
0

6
0

8
4

90

5040

9
0

9
0

13 13

90

13

90

60
°

60
°

位置図

F M F M

G1

G2

G3

G4

=
6
0
0
0

A1 P1 A2

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 ジャッキ部補強材図

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

9
9
0

3
@
2
0
0
0

9
9
0

7
9
8
0

50 桁　長　25150

橋　長 50435

支間長　24640255 255
45 桁　長　25150

支間長　24640255 255
40
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竹谷橋 鋼製ブラケット詳細図（その１）

【 A1橋台 鋼製ブラケット詳細図 】

B - B

アンカーボルト詳細図

エポキシ樹脂

1種ナット(M36用)

ワッシャー(M36用)

削孔長 580

3種ナット(M36用)

570

削
孔
径

φ
4
8

10

5625

埋込長 570

22

ねじ切り長

103

680

注記

・製作時には現地調査を行い、施工に不備等がある場合は形状の再検討を行うこと。

・現地調査では、鉄筋探査や支承アンカー位置を確認し干渉しない位置に確定すること。

S=1:10

800

S=1:10

4 - PL  355x22x541  (SM490A)

1 - PL  245x22x800  (SM490A)

1 - PL  375x22x800  (SM490A)

1 - PL  600x25x800  (SM490A)

ブラケット材料 （1基） 

C - C

 6 - Anc Bolt D38x680(SD345)

 6 - Nut M36(1種)

 6 - Nut M36(3種)

 6 - Wash M36

A

A - A

4
0
0

250 150

B

3
7
5

2
5

S=1:10

1422228222282222814 22

250150

2
2

5
4
1

6
0
0

1
5
0

3
0
0

1
5
0

2
2

1
5

6-φ41キリ

A

B

250 2525025 250

800

1422228222282222814 22

R35

R35

20355

F.P

7

25

225

245

2
2

1
5

5
4
1

2
2

25 375

400

20

7

8

270

C

C

9
0

2
4
0
(
現
場
で
調
整
)

1
5
0

3
0
0

1
5
0

チッピング

3
5
5

2
0

チッピング

・アンカーボルトは新設支承アンカーに干渉しない位置として計画しているが施工に際し

　再度確認すること。

570

2
0
0

5
3
6
(
支
点
位
置
)

30

5
7
0

60°

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋　鋼製ブラケット図（その１）

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

取付け断面図

9
0

S=1:20

400

570

200

配　置　図

F M F M

G1

G2

G3

G4

A1 P1 A2
支承取替え対象箇所（4箇所）

9
9
0

3
@
2
0
0
0

=
6
0
0
0

9
9
0

7
9
8
0

50 桁　長　25150

橋　長 50435

支間長　24640255 255

45 桁　長　25150

支間長　24640255 255

40

60
°
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竹谷橋 鋼製ブラケット詳細図（その２）

【 A2橋台 鋼製ブラケット詳細図 】

B - B

アンカーボルト詳細図

注記

・製作時には現地調査を行い、施工に不備等がある場合は形状の再検討を行うこと。

・現地調査では、鉄筋探査や支承アンカー位置を確認し干渉しない位置に確定すること。

S=1:10

800

S=1:10

4 - PL  355x22x541  (SM490A)

1 - PL  245x22x800  (SM490A)

1 - PL  375x22x800  (SM490A)

1 - PL  600x25x800  (SM490A)

ブラケット材料 （1基） 

C - C

 6 - Anc Bolt D38x680(SD345)

 6 - Nut M36(1種)

 6 - Nut M36(3種)

 6 - Wash M36

A

A - A

4
0
0

250 150

B

3
7
5

2
5

S=1:10

1422228222282222814 22

250150

2
2

5
4
1

6
0
0

1
5
0

3
0
0

1
5
0

2
2

1
5

6-φ41キリ

A

B

250 2525025 250

800

1422228222282222814 22

3
5
5

2
0

チッピング

・アンカーボルトは新設支承アンカーに干渉しない位置として計画しているが施工に際し

　再度確認すること。

2
0
0

5
3
6
(
支
点
位
置
)

30

5
7
0

60°

R3
5

R35

20 355

F.P

7

25

225

245

2
2

1
5

5
4
1

2
2

25375

400

20

7

8

270

C

C

9
0

2
4
0
(
現
場
で
調
整
)

1
5
0

3
0
0

1
5
0

チッピング
570

エポキシ樹脂

1種ナット(M36用)

ワッシャー(M36用)

削孔長 580

3種ナット(M36用)

570

削
孔
径

φ
4
8

10

56 25

埋込長 570

22

ねじ切り長

103

680

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋　鋼製ブラケット図（その２）

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

取付け断面図 S=1:20

9
0

400

570

200

配　置　図

F M F M

G1

G2

G3

G4

A1 P1 A2

9
9
0

3
@
2
0
0
0

=
6
0
0
0

9
9
0

7
9
8
0

50 桁　長　25150

橋　長 50435

支間長　24640255 255

45 桁　長　25150

支間長　24640255 255

40

支承取替え対象箇所（4箇所）
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=2500

=2500

・　　部は伸縮継手取付ポスト位置を示す。

＜注記＞

S

・防護柵長およびポストピッチはアンカー中心位置での実長を示す。

LC

橋名板橋名板

橋名板橋名板

A2P1A1

S

S

A2P1A1

既設支柱

１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

竹谷橋　防護柵詳細図(その1)〔参考図〕

平面割付図 S=1:150

平面図 S=1:50

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 防護柵詳細図(その1)〔参考図〕

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

5006980500

7980

1
4
0

8
6
01
4
0

8
6
0

橋長　50435

40桁長　2515045桁長　2515050

1202703

防護柵長　50345

948（端部補強）100011@2000=22000195010@2000=20000
2@1250

1000（端部補強）947

251504525150

1202703

防護柵長　50345

948（端部補強）100011@2000=22000195010@2000=20000
2@1250

1000（端部補強）947

251504525150

7
9
8
0

5
0
0

6
9
8
0

5
0
0

2.0%2.0%

至　竹谷至　鳥屋

LEVEL
60
°
0'
0"

60
°
0'
0"

60
°
0'
0"
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（
5
ｍ
ｍ
程
度
）

（基本ピッチ）

（基本ピッチ）

（基本ピッチ）（移動量）（移動量）

（基本ピッチ）

（アンカー中心）

注＞アンカ－キャップは前側に取付。後側は取付不要。

（前側アンカー鋼製保護キャップ）

橋名板：４００Ｘ１５０Ｘ１５ｔ

橋名板取付金具レール直付型　Ｓ＝１：５

姿図　Ｓ＝１：３０

レベルポスト定着部

端部（端部補強処理部）伸縮継手部

Ａ－Ａ（ベース図）

前側

後側

アンカーボルト移動可能寸法

標準部

キャップ取付け用ゴム

アンカ－キャップ（前側のみ）

φ55ｘ45

M22ﾅｯﾄ

スプリングワッシャー

ﾜｯｼｬｰ

400X150X15t

橋名板

（橋名板取付金具）

橋名板取付ボルト

4-M8X15
(B,W,SW)
(ｽﾃﾝﾚｽ)

橋名板

注＞樹脂カプセルは防護柵材料外、
　　穿孔径はメーカー仕様に合わせる事

注＞樹脂カプセルは防護柵材料外、
　　穿孔径はメーカー仕様に合わせる事

アンカ－キャップ

φ55x45
（前側のみ）

樹脂アンカー用ボルト（後側）

M20x195（全ネジ）
（穿孔径φ24）
（穿孔長130）

樹脂アンカー用ボルト（前側）

M22x270（全ネジ）
（穿孔径φ28）
（穿孔長205）

φ65x4tx300

（ボルト4本使用）

φ101.6x4.5tx300

（ボルト4本使用）

補強材

φ101.6x4.5tx600

補強材

φ65x4tx600

キャップ

キャップ

伸縮継手取付ポスト

S

伸縮継手

φ101.6x4.5tx500

伸縮継手

φ65x4tx500

R面取り加工

R2以上

アンカ－キャップ

φ55x45
（前側のみ）

AA

28x73長孔

（前側）

割付基準

（アンカー中心）

割付基準

（アンカー中心）

26x71長孔

（後側）

φ65x4tx300レール受け金具2-M12x40

2-M12x40

4-M12x40

φ101.6x4.5tx300

材料表 （標準部ポストピッチ2ｍ／10ｍ当り）

注＞現地確認のうえ、製作の事。

注＞橋梁用ビーム型防護柵は（一社）全国高欄協会で認定された静荷重試験機により性能確認された製品とする。

注＞ポスト外周端面はＲ面取り加工を施す。

・塗装色は「景観に配慮した防護柵の整備ガイドライン」に準拠とする。

表面処理：溶融亜鉛めっき後、工場粉体塗装仕上げ。

・ボルト関係はHDZT49仕上げ。（レール受け金具は未塗装。）

STK400

ｽﾃﾝﾚｽレール受け金具 1.2ｺ10.00.1260x80x2t

φ65x4tx300継　　手

φ76.3x2.8tﾚ ｰ ﾙ

名　　　称 寸　　　　法 材　　質 単　重 数　　量 重　　量

ポ　ス　ト

ﾚ ｰ ﾙ

継　　手

855x220x270

φ114.3x4.5t

φ101.6x4.5tx300

止メボルト M12x40(B,W,SW)

5.0 本 99.3

19.950

9.975

40.0

18.1本10.0

101.3m

121.7

5.0 本 16.2

本 2.4

m

STK400

SS400

STK400

強度区分：6.8以上

STK400

1.81

5.08

12.20

3.23

  0.06

374.6合　計 Kg

樹脂ｱﾝｶｰ用ﾎﾞﾙﾄ

樹脂ｱﾝｶｰ用ﾎﾞﾙﾄ 9.2

5.210.0

10.0

本

本強度区分：8.8以上

SS400 0.52

0.92

M20x195(全ネジB,N,W,SW)

M22x270(全ネジB,N,W,SW)

19.86

防護柵長 L= m100.690

伸縮処理

端部補強処理

ポスト総数量

橋名板および取付金具

本54

ケ所2

ケ所4

組4 （レール直付型）

ｺ108アンカ－キャップ

竹谷橋　防護柵詳細図(その2)〔参考図〕

ポスト外周端面 S=1:1

橋梁用ビーム型防護柵 S=1:10

アンカーキャップ S=1:2

１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 防護柵詳細図(その2)〔参考図〕

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

55

隙
間

4
5

1038010

1
0

1
3
0

1
0

6

1
5
0

400

φ
７
６
．
３

1000 948

120

270

7575

1
3
0

6
5

2
0
5

6
5

30

948(947)

500

170 50

100

280

伸縮スパン

2
0
5

ポスト板厚

120 7575

270

120

270

1
1
0

7
0

4
0

9
5

1
2
5

4545

1
1
0

5
5

5
5

12045 45

50

125

2
2
0

500

310

70 40

21522065

110

250

1
4
0

2000（標準部）2000（標準部）

125

φ
7
6
.
3

φ
7
6
.
3

5

φ
1
1
4
.
3

3
4
0

8
6
0

5
7
.
1
5

2
6
2
.
8
5

2
0
0

32

45
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50 桁長 25150 45 桁長 25150 40

橋長 50435

255 支間長 24640 255
255

支間長 24640 255

7
9
8
0

5
0
0

6
9
8
0

5
0
0

7
9
8
0

9
9
0

3
@
2
0
0
0
=
6
0
0
0

9
9
0

A1 A2P1

60
°
0'

F M F M

60
°
0'

60
°
0'

至 鳥屋 至 竹谷

排水管取替え工

排水管取替え工

排水管取替え工

排水管取替え工

(2箇所)

(2箇所)

(2箇所)

(2箇所)

既設排水管
切断・撤去

6
0
0
以
上

現況 改良後

新設排水管

新設支持金具

1
0
5
0

1
5
0

<撤去部材>
1-SGP,100A,1050

114.3

1
4
1
8

8
0 4
0

4
0

140

75 140 75

4-12φ孔(新設排水管側)

4-M10 タップボルト孔(既設排水管側)

<新設部材>
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※　鋼材の塗装仕様は、C-5塗装系とする
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CL

2.0% 2.0%

排水管取替え工 排水管取替え工

竹谷橋　排水施設補修図

配 置 図 S=1:150

断 面 図 S=1:10

(n=8) 支持金具詳細図 S=1:5

<製作数：8>

断 面 図 S=1:40

２.本図面は、現地計測結果より作成している。

１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋　排水施設補修図

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事
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：縁端拡幅部
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3@2309=6927

9000

CL

添架管 φ100x4本

3
5

9000

MovFix

300 300

竹谷橋　RC縁端拡幅工構造図

側 面 図 S=1:50

平 面 図 S=1:50

断 面 図 S=1:50

２.本図面は、現地計測結果より作成している。

１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋　RC縁端拡幅工構造図

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事
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鉄筋重量表

R 1

2

3

4

種別 長さ径 単位重量本数 摘要重量一本当り重量
（ｍｍ）（ｍｍ） （kg／ｍ） （kg）（kg）

D22 1.56

D13 0.995

合計

D13 318 kg

536 kg

D22 218 kg
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490

1300

7800

7800

160

80

80

8

8

1.36 218

0.49 39

1.29 103

7.76

7.76 62
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3200

62

3.18 25

3.38 27
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添架管 φ100x4本

R4 D13

R3 D13

R2 D13

=400 =400

工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 P1橋脚縁端拡幅配筋図

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事
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28@250=70002@200 2@200

7800
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竹谷橋 P1橋脚縁端拡幅配筋図

正 面 図 S=1:50

アンカー筋配置図

ひび割れ防止筋配筋図

平 面 図 S=1:50

アンカー埋込み詳細図 S=1:10

断 面 図 S=1:50 正 面 図 S=1:50

２.本図面は、現地計測結果より作成している。

１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）
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工事番号

路 線 名

施工地名

工 事 名

図 面 名

縮    尺 図　示 位置

設計
年度

宮城県丸森町

町道鳥屋竹谷線

丸森町字花田 地内

竹谷橋 施工計画図（案）〔参考図〕

図番

設 計 者

8橋修第1号

鳥屋竹谷線（竹谷橋）　橋梁修繕工事

竹谷橋　施工計画図（案）〔参考図〕

側 面 図 S=1:100

平 面 図 S=1:100

断 面 図 S=1:50

１.工事着手前に現地計測し関連寸法の確認を行うこと。
注記）

２.本図面は、竣工図面及び現地計測結果より作成している。
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